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Case 39-1995: A 72-Year-Old Man with Exertional Dyspnea, Fatigue, and
Extensive Ecchymoses and Purpuric Lesions.　  Volume 333(25): pp1695-1702, Dec 21, 1995.
・・・労作時呼吸困難、疲労感、広範な斑状出血・紫斑をきたした72歳男性・・・

【problem list】

＃１ General Status

   #1-1  労作時呼吸困難（呼吸数30/min）
   #1-2  食欲不振、嘔気

   #1-3  頭痛

#1-4  疲労感

#1-5  歩行時のふらつき

#1-6　感情鈍麻、いらつき

　 #1-7  肥満

＃２ 皮膚・粘膜所見

 #2-1  左足の膝～膝上、右足、会陰部、陰嚢、腹部正中～側腹部、背部に紫斑・斑状出血を認める。
 #2-2  口腔内：歯肉に出血性の紫色調の小結

節(+)。口腔内の衛生状態は悪く、歯周疾患を認める。
＃３ 血液検査

   #3-1  貧血

   #3-2  血沈亢進

   #3-4  低蛋白血症

   #3-5  低Mg血症、低Ca血症

　 #3-6  Bil↑,LDH↑,AST↑（入院当日）

   #3-7  乳酸↓

   #3-8　PaCO2↓,pH↑（血液ガス）  

   (#3-9)  HbsAb(+)

＃４ 心機能etc.

#4-1  心電図所見：PVC, QTｃ延長, 陳旧性下壁梗塞の所見, inverted Tを認める。
   #4-2  左室に重度の壁運動異常・機能異常を認める。
＃５ 生検

   #5-1  皮膚生検： focalな炎症性細胞浸潤、ヘモジデリンを貪食したマクロファージ、著明な乳頭状のムチン沈着を認める。
#5-2  歯肉生検：表面の潰瘍とその下部に肉芽組織を認める。
＃６ その他

   #6-1  脂肪肝、肝を4cm触れる                             

#6-2  便潜血陽性

#6-3  尿所見
protein (+), ket(2+), bile(2+), uro(2+),   WBC 15/HPF

#6-4  末梢性浮腫(2+) 

#6-5  左足、腹部の挫傷   

#6-6  下肢DTR(-)

#6-7  眼球結膜：mildly icteric

＃７ 既往歴

   #7-1  chronic alcoholic

#7-2  重症肝炎

#7-3  高血圧(入院時160/80mmHg)

